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第
六
十
三
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
皆
様
方
に
は
、
何
か
と
ご
多
用

の
な
か
、
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
本
年
三
月
に
発
生
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

市
民
の
皆
様
及
び
会
員
各
市
に
対
し
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い

復
興
と
市
民
生
活
の
回
復
の
一
助
と
な

り
ま
す
よ
う
、
経
常
事
業
の
継
続
的
な

実
施
を
図
り
な
が
ら
、
な
し
得
る
限
り

全
力
を
も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ

て
、
本
日
の
総
会
で
は
、「
東
日

本
大
震
災
等
へ
の
対
応
」、「
平
成
二
十

二
年
度
決
算
報
告
」、「
平
成
二
十
三
年

度
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
」、「
平

成
二
十
四
年
度
暫
定
予
算
案
」、
な
ら

び
に
「
公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請

に
お
け
る
定
款
の
変
更
の
案
」
ほ
か
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
審
議
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了

に
伴
い
ま
す
選
任
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
の
詳
細
は
、
後
ほ
ど
常
務
理
事

か
ら
説
明
申
し
上
げ
ま
す
が
、
ま
ず
、

概
略
等
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
「
東
日
本
大
震
災
等
へ
の
対

応
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
曾
有
の
大

災
害
の
報
に
接
し
、
私
に
お
い
て
緊
急

救
援
金
の
支
出
を
決
め
、
理
事
長
職
務

代
理
者
で
あ
る
阿
部
孝
夫
川
崎
市
長
さ

ん
に
も
お
諮
り
し
、
被
災
さ
れ
た
各
会

員
市
及
び
各
県
の
市
長
会
に
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
今
後
、
地
震
災
害
見
舞
金
の
特

例
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
本
総
会
に

お
い
て
交
付
総
額
の
上
限
設
定
等
を
お

願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
の
状

況
に
つ
き
ま
し
て
、
簡
単
に
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

相
互
救
済
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
物
共
済
に
お
け
る
委
託
物
件
や
、
自

動
車
共
済
に
お
け
る
契
約
台
数
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
分
担

金
額
が
増
加
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
お
支
払
し
ま
し
た
災
害
共
済

金
は
、
支
払
件
数
と
し
て
は
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
金
額
と
し
て
は

前
年
度
に
比
べ
減
少
い
た
し
て
お
り
、

両
事
業
と
も
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
東
日
本
大
震
災
等
に
か
か

る
、
地
震
災
害
見
舞
金
の
現
行
規
程
に

よ
る
交
付
限
度
額
を
、
支
払
備
金
と
し

て
計
上
い
た
し
ま
し
た
ほ
か
、
被
災
さ

れ
た
会
員
市
等
へ
贈
呈
い
た
し
ま
し
た

緊
急
救
援
金
を
、
予
備
費
か
ら
支
出
い

た
し
ま
し
た
。

次
に
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
の

経
営
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
近
年
の

社
会
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
引
き

続
き
、
施
設
等
の
利
用
が
減
少
い
た
し

ま
し
た
も
の
の
、
会
員
各
市
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
会
館
収
益
金
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画

案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
公
益

社
団
法
人
へ
の
移
行
に
向
け
た
準
備
期

間
で
あ
り
ま
す
た
め
、
変
更
後
の
定
款

案
に
相
当
す
る
事
業
区
分
に
従
い
、
立

案
し
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
等
に
か
か
る
対
応
と

い
た
し
ま
し
て
、
特
例
措
置
に
よ
る
地

震
災
害
見
舞
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
ほ

か
、
全
て
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
、
被

災
さ
れ
た
各
市
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
の
一
日
も
早
い
復
興
の
一
助
を
担
う

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
共
済
に
お
き
ま
し
て
分

担
金
基
率
の
引
下
げ
を
実
施
い
た
し
ま

す
ほ
か
、
自
動
車
共
済
に
お
き
ま
し
て

も
分
担
金
基
率
の
見
直
し
に
向
け
ま
し

て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
本

会
自
ら
に
よ
る
運
営
管
理
の
実
施
に
向

け
ま
し
て
、
さ
ら
に
効
率
的
な
会
館
の

維
持
管
理
方
策
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
認
定
申
請
手
続
き
に
関
し
ま
し

て
、
そ
の
概
略
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
臨

時
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、「
平
成
二

十
三
年
六
月
開
催
予
定
の
総
会
に
定
款

変
更
を
含
め
、
移
行
認
定
申
請
に
か
か

る
最
終
的
な
決
議
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
後
、
移
行
認
定
申
請
す
る
」
旨
を
申

し
上
げ
、
昨
年
十
二
月
に
開
催
い
た
し

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
と

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
に
つ
い
て

社
団
法
人

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
理
事
長（
大
阪
市
長
）

平
松

邦
夫

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨
拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶

（
平
成
２３
・
６
・
１４
）

挨拶をする平松理事長

2（平成23年11月）市 有 物 件 だ よ り第２２号



ま
し
た
臨
時
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
移
行
後
の
定
款
案
の
草
案
を
決
定

し
て
い
た
だ
き
、
会
員
市
の
皆
様
に
お

示
し
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、「
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

申
請
の
決
議
」
及
び
そ
れ
に
基
づ
く

「
定
款
の
変
更
の
案
」
を
は
じ
め
、
移

行
認
定
申
請
に
必
要
な
諸
案
件
に
つ
き

ま
し
て
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
般
、
未
曾
有
の
「
国
難
」
と
も
形

容
さ
れ
る
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

市
を
は
じ
め
、
厳
し
い
地
方
財
政
下
に

お
い
て
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
会
員
各
市
の
状
況
を
認
識
し
、

本
会
事
務
の
一
層
の
効
率
的
、
効
果
的

な
運
営
に
努
め
ま
す
と
と
も
に
、
公
益

社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
を
得
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
会
員
各
市
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
に
と
り
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
と
し
て
本
会
が
存
在
し
て
ま
い

り
ま
す
よ
う
、
安
定
し
た
事
業
基
盤
の

整
備
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
容

に
対
応
し
、
低
廉
な
分
担
金
を
も
っ
て

相
互
救
済
事
業
を
行
う
な
ど
、
円
滑
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
開

会
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第第
六六
十十
三三
回回
通通
常常
総総
会会
のの
概概
要要

日
時平

成
二
十
三
年
六
月
十
四
日

十
三
時
三
十
分

場
所日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

（
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
Ｂ
）

会
員
数
及
び
出
席
数

会
員
数

六
七
八
市

出
席
数

六
三
七
市

（
含
委
任
状
及
び
書
面
表
決
）

議
題

一

報
告
第
一
号

平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

二

報
告
第
二
号

東
日
本
大
震
災
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
三

議
案
第
一
号－

一

東
日
本
大
震
災
等
に
か
か
る
地
震
災

害
見
舞
金
（
特
例
措
置
）
の
交
付
総

額
の
上
限
設
定
等
に
つ
い
て
（
案
）

四

議
案
第
一
号－
二

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

五

議
案
第
二
号

平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算
案

六

議
案
第
三
号

平
成
二
十
四
年
度
暫
定
予
算
案

七

議
案
第
四
号

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請

に
つ
い
て

八

議
案
第
五
号

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
に
お

け
る
定
款
の
変
更
の
案
に
つ
い
て

九

議
案
第
六
号

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
に
伴

う
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す

る
基
準
案
の
制
定
に
つ
い
て

十

議
案
第
七
号

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
に
伴

う
総
会
運
営
基
準
案
の
制
定
に
つ
い

て
十
一

議
案
第
八
号

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
に
伴

う
「
防
災
専
門
図
書
館
規
程
」
の
廃

止
に
つ
い
て

十
二

議
案
第
九
号

公
益
社
団
法
人
移
行
認
定
申
請
に
伴

う
「
支
部
宿
泊
施
設
助
成
基
準
」
の

廃
止
に
つ
い
て

十
三

議
案
第
十
号

次
期
役
員
選
任
に
つ
い
て

議
事
の
要
領

平
松
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、「
平
成

二
十
二
年
度
決
算
報
告
」
及
び
「
東
日

本
大
震
災
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
が

承
認
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
「
東
日
本

大
震
災
等
に
か
か
る
地
震
災
害
見
舞
金

（
特
例
措
置
）
の
交
付
総
額
の
上
限
設

定
等
に
つ
い
て
（
案
）」
及
び
「
平
成

二
十
三
年
度
事

業
計
画
案
」
等

が
可
決
さ
れ

た
。
ま
た
、
本

年
度
に
は
公
益

社
団
法
人
へ
の

移
行
認
定
申
請

を
予
定
し
て
お

り
、
こ
れ
に
あ

た
っ
て
所
要
と

な
る
定
款
の
変
更
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

次
に
、「
次
期
役
員
選
任
」
が
上
程

さ
れ
、
各
役
員
（
次
ペ
ー
ジ
掲
載
の
理

事
及
び
監
事
）
が
選
任
さ
れ
た
。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
六六
月月
十十
四四
日日
理理
事事
会会
のの
概概
要要

通
常
理
事
会

総
会
提
出
議
案
を
決
定

第
六
十
三
回
通
常
総
会
に
付
議
す
べ

き
議
案
を
決
定
す
る
た
め
の
理
事
会

が
、
六
月
十
四
日
十
一
時
三
十
分
、
日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
（
オ
リ
オ
ン
）

に
お
い
て
、
理
事
三
十
五
名
中
二
十
四

名
（
含
代
理
出
席
及
び
書
面
表
決
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

上
記
の
総
会
に
提
出
さ
れ
る
議
題
に

つ
い
て
、
岡
本
雅
博
常
務
理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
案
件
の
内
容
を
説
明
し
、
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
総

会
の
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
六六
月月
十十
四四
日日
臨臨
時時
理理
事事
会会
のの
概概
要要

第
六
十
三
回
通
常
総
会
終
了
後
、
新

役
員
に
よ
る
「
理
事
長
の
互
選
」、「
理

事
長
職
務
代
理
者
の
指
定
」
及
び
「
常

務
理
事
の
指
名
」
の
た
め
の
臨
時
理
事

会
が
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
（
コ

ス
モ
ス
ホ
ー
ル
Ａ
）
に
お
い
て
、
理
事

四
十
一
名
中
二
十
八
名
（
含
代
理
出
席

及
び
書
面
表
決
）
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
。

理
事
長
に
平
松
邦
夫
大
阪
市
長
、
理

事
長
職
務
代
理
者
に
阿
部
孝
夫
川
崎
市

長
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
理
事
長
か

ら
常
務
理
事
に
岡
本
雅
博
理
事
が
指
名

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

第２２号市 有 物 件 だ よ り（平成23年11月）3



公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
に
つ
い
て（
平
成
２３
・
９
・
１６
申
請
）

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日（
金
）

午
後
、
本
会
は
内
閣
府
へ
「
公
益
社

団
法
人
」
へ
の
移
行
認
定
申
請
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
七
月
の
臨
時
理
事
会

に
お
い
て
、「
公
益
社
団
法
人
」
へ

の
移
行
を
め
ざ
す
こ
と
を
承
認
さ
れ

て
以
後
、
最
初
の
二
年
間
は
本
会
事

務
局
内
部
で
の
検
討
を
、
こ
の
一
年

間
は
外
部
有
識
者
（
新
公
益
法
人
制

度
に
造
詣
の
深
い
公
認
会
計
士
、
弁

護
士
等
）
の
助
言
・
教
示
を
受
け
な

が
ら
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
、
本
年

六
月
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会
で
の

「
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
申

請
」
の
決
議
や
「
定
款
変
更
案
」
の

決
議
を
経
て
、
こ
の
日
を
迎
え
る
ま

で
約
三
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

現
在
の
特
例
民
法
法
人
（
平
成
二

十
年
十
二
月
に
公
益
法
人
改
革
関
連

法
が
施
行
さ
れ
る
前
の
社
団
法
人
や

財
団
法
人
等
）
は
、
平
成
二
十
五
年

十
一
月
ま
で
に
、
公
益
社
団
（
財

団
）
法
人
又
は
一
般
社
団
（
財
団
）

法
人
の
い
ず
れ
か
に
移
行
申
請
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
会

の
よ
う
な
国
所
管
法
人
の
移
行
認
定

申
請
件
数
は
約
二
割
程
度
（
平
成
二

十
三
年
七
月
末
現
在
）
に
留
ま
っ
て

お
り
、
今
年
度
下
半
期
以
後
、
急
速

に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
本
会
の
よ
う
に
相
互
救
済

事
業
を
実
施
す
る
法
人
が
内
閣
府
に

対
し
て
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認

定
申
請
を
行
う
の
は
恐
ら
く
初
め
て

の
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
、

審
査
機
関
で
あ
る
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
で
の
議
論
が
予
想
さ
れ
、

多
く
の
照
会
・
追
加
資
料
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
旨
を
、
関
係
先
か

ら
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
団
体
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
の
公

益
社
団
法
人
の
移
行
認
定
申
請
の
進

捗
状
況
を
ご
心
配
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
公
益
移
行
の
適
合
要
件
に
向
け

て
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
に

向
け
、
本
会
全
体
が
一
致
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

役役
員員
名名
簿簿

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
現
在

理
事
長

大
阪
市
長

平
松

邦
夫

理
事
長
職
務
代
理
者
・
理
事

川
崎
市
長

阿
部

孝
夫

理
事

札
幌
市
長

上
田

文
雄

旭
川
市
長

西
川

将
人

盛
岡
市
長

谷
藤

裕
明

仙
台
市
長

奥
山
恵
美
子

秋
田
市
長

穂
積

志

山
形
市
長

市
川

昭
男

福
島
市
長

瀬
戸

孝
則

水
戸
市
長

高
橋

靖

川
口
市
長

岡
村
幸
四
郎

船
橋
市
長

藤
代

孝
七

調
布
市
長

長
友

貴
樹

横
浜
市
長

林

文
子

甲
府
市
長

宮
島

雅
展

長
岡
市
長

森

民
夫

富
山
市
長

森

雅
志

金
沢
市
長

山
野

之
義

福
井
市
長

東
村

新
一

岐
阜
市
長

細
江

茂
光

富
士
市
長

鈴
木

尚

名
古
屋
市
長

河
村
た
か
し

尾
張
旭
市
長

谷
口

幸
治

四
日
市
市
長

田
中

俊
行

京
都
市
長

門
川

大
作

堺
市
長

竹
山

修
身

池
田
市
長

倉
田

薫

神
戸
市
長

矢
田

立
郎

和
歌
山
市
長

大
橋

建
一

米
子
市
長

野
坂

康
夫

倉
敷
市
長

伊
東

香
織

広
島
市
長

松
井

一
實

美
祢
市
長

村
田

弘
司

高
松
市
長

大
西

秀
人

今
治
市
長

菅

良
二

北
九
州
市
長

北
橋

健
治

福
岡
市
長

�
島
宗
一
郎

多
久
市
長

横
尾

俊
彦

大
分
市
長

釘
宮

磐

日
向
市
長

黒
木

健
二

常
務
理
事

岡
本

雅
博

監
事

宇
都
宮
市
長

佐
藤

栄
一

上
田
市
長

母
袋

創
一

掛
川
市
長

松
井

三
郎

姫
路
市
長

石
見

利
勝

参
与

全
国
市
長
会
事
務
総
長

芳
山

達
郎

顧
問

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

関
谷

博
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定
款
第
三
十
二
条
に
基
づ
く
書
面
表
決
に
よ
る
臨
時
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て
（
平
成
２３
・
９
・
９
決
議
）

前
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
公
益
社
団

法
人
へ
の
移
行
認
定
申
請
に
あ
た
り

必
要
と
な
る
機
関
決
定
等
の
た
め
、

定
款
三
十
二
条
に
基
づ
く
書
面
表
決

に
よ
る
臨
時
理
事
会
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
臨
時
理
事
会
を
書
面
表
決

に
よ
り
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
三
年
六
月
十
四
日
開
催
の
第

六
十
三
回
通
常
総
会
終
了
後
の
臨
時

理
事
会
に
お
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

�．
日
程

議
案
提
出
日

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日

回
答
期
日

平
成
二
十
三
年
九
月
九
日

�．
議
案

一

自
動
車
損
害
共
済
総
合
契
約
に

係
る
共
済
基
金
分
担
金
基
率
の

見
直
し
関
係

（一）

理
事
会
議
案
第
二
号

自
動
車
損
害
共
済
総
合
業
務
規

程
の
改
正
に
つ
い
て

二

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

関
係

（一）

移
行
認
定
申
請
書
及
び
添
付
書

類

�

理
事
会
議
案
第
三
号－

一

移
行
認
定
申
請
書
及
び
添
付
書

類
（
事
業
及
び
組
織
体
系
図
）

に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
三
号－

二

移
行
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類

（
規
程
関
係
）
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
三
号－

三

移
行
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類

（
そ
の
他
）
に
つ
い
て

（二）

公
益
社
団
法
人
全
国
市
有
物
件

災
害
共
済
会
定
款
案
第
四
条
第

一
項
第
一
号
に
係
る
関
係
規
程

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

一

業
務
方
法
書
の
制
定
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

二

支
払
準
備
資
産
に
関
す
る
規
程

の
制
定
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

三

異
常
危
険
準
備
金
に
関
す
る
規

程
の
制
定
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

四

建
物
総
合
損
害
共
済
業
務
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

五

自
動
車
損
害
共
済
基
本
業
務
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

	

理
事
会
議
案
第
四
号－

六

自
動
車
損
害
共
済
総
合
業
務
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て




理
事
会
議
案
第
四
号－

七

自
動
車
損
害
共
済
平
衡
負
担
金

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
四
号－

八

地
震
災
害
見
舞
金
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

（三）

公
益
社
団
法
人
全
国
市
有
物
件

災
害
共
済
会
定
款
案
第
四
条
第

一
項
第
三
号
に
係
る
関
係
規
程

�

理
事
会
議
案
第
五
号－

一

消
防
・
防
災
施
設
設
備
事
業
等

資
金
融
資
資
産
運
用
規
程
の
制

定
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
五
号－

二

消
防
・
防
災
施
設
設
備
事
業
等

資
金
融
資
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

�

理
事
会
議
案
第
五
号－

三

還
元
融
資
規
程
の
廃
止
に
つ
い

て

（四）

公
益
社
団
法
人
全
国
市
有
物
件

災
害
共
済
会
定
款
案
第
四
条
第

一
項
第
四
号
に
係
る
関
係
規
程

�

理
事
会
議
案
第
六
号

防
災
専
門
図
書
館
規
程
の
制
定

に
つ
い
て

三

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
関
係

（一）

理
事
会
議
案
第
七
号

平
成
二
十
三
年
度
共
済
基
金
分

担
金
の
免
除
に
関
す
る
取
扱
の

制
定
に
つ
い
て

四

顧
問
の
委
嘱

（一）

理
事
会
議
案
第
八
号

顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

五

そ
の
他

（一）

理
事
会
報
告
第
一
号

東
日
本
大
震
災
等
に
か
か
る
地

震
災
害
見
舞
金
の
交
付
事
務
に

つ
い
て

（二）

理
事
会
報
告
第
二
号

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

第２２号市 有 物 件 だ よ り（平成23年11月）5



申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
概
要
）

�．
書
面
表
決
の
状
況

表
決
に
加
わ
る
理
事

四
一

う
ち
賛

四
〇

う
ち
否

〇

う
ち
回
答
未
着

一

�．
臨
時
理
事
会
の
議
案
（
定
款
第

三
十
二
条
に
基
づ
く
書
面
表

決
）
に
関
す
る
表
決
結
果
に
つ

い
て

�
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
お
い

て
、
表
決
に
加
わ
る
理
事
の
過
半
数

の
賛
成
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
款
第
三
十
二
条
第
二
項
に
よ

る
定
款
第
三
十
条
第
一
項
の
準
用
規

定
に
よ
り
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
も
の
と
認

め
る
。

ま
た
報
告
事
項
に
関
し
て
も
、
特

段
、
異
議
が
表
明
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
承
認
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る
。

�．
今
後
の
動
き
に
つ
い
て

一

こ
の
臨
時
理
事
会
の
決
議
及
び

平
成
二
十
三
年
六
月
十
四
日
開
催

の
第
六
十
三
回
通
常
総
会
の
議
案

第
四
号
か
ら
議
案
第
九
号
ま
で

（「
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

申
請
」、「
公
益
社
団
法
人
全
国
市

有
物
件
災
害
共
済
会
定
款
案
」
そ

の
他
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認

定
申
請
に
関
係
す
る
（
以
下
「
定

款
案
等
」と
い
う
。））の
決
議
を
受

け
、
理
事
会
報
告
第
二
号
に
あ
る

と
お
り
、
内
閣
府
公
益
認
定
等
委

員
会
へ
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

認
定
申
請
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

申
請
に
関
係
す
る
規
程
類
に
つ
い

て
、
臨
時
理
事
会
で
可
決
後
も

「
案
」
を
削
除
し
て
い
な
い
理
由

は
、
申
請
後
、
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、
補
正

を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
や
、
最
終
的
に
は
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
認
定
を
受
け
た
時
点

で
、
規
程
等
と
し
て
の
効
力
を
生

じ
る
た
め
で
あ
る
。

三

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
第
六
十
三
回
通
常
総
会
で
決

議
さ
れ
た
定
款
案
等
と
今
回
の
臨

時
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
規
程
と

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
改
め
て

通
知
申
し
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-1 TEL（03）5216-8712
http : //www.city-net.or.jp

社団法人 全国市有物件災害共済会

﹇
ご
参
考
﹈

社
団
法
人
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
定
款（
抄
）

（
全
部
変
更
平
成
十
四
年
七
月
二
十
六
日
総
行
行

第
一
一
四
号
総
務
大
臣
認
可
）

（
議
決
）

第
三
十
条

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事

の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の

と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
議
長
は
理

事
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
権
利
を
有
し
な

い
。

（
書
面
に
よ
る
理
事
会
）

第
三
十
二
条

理
事
長
は
、
簡
易
な
事
項
又

は
急
施
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
書

面
を
も
っ
て
賛
否
の
表
明
を
求
め
、
理
事

会
の
開
催
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
十
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。

発 行

6（平成23年11月）市 有 物 件 だ よ り第２２号


